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航空機（窓、機体）の電磁波シールド
技術及び電波吸収技術の研究開発

航空材料／機能向上／表面処理キーワード

航空機メーカー研究開発部門での在籍経
験を活かしながら、実用化できる技術の開
発を目指します。同時に、現象を基礎面か
らきっちりと把握し、地に足の着いた研究
開発を進めます。

各種周波数帯で高強度の電磁波が空中を伝播している
現在では、航空機を安全に運航させるために、窓や機体の
電磁波シールド性を確保することが極めて重要である。一
方、防衛機のステルス性を確保するためには、コックピット
の電磁波シールド性の確保に加え、機体に塗布する適切
な電波吸収材（塗料）が必要である。
本研究では、航空機の各種窓の電磁波シールド性を確保
するために、透明性を有するシールド技術として、ITO 等
の透明導電膜に加え、微細な導電性メッシュを用いる技術
を開発している。一方、電波吸収材に関しては、電波吸収
性を示す粒子の形状、粒度及び配列を工夫することによ
り、高い電波吸収性を発揮する技術の開発を進めている。 図1．電磁波シールド性を有するキャビン窓のシールド効果の実測例
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